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 研究趣旨 

平成 28 年度の研究は、１）相談支援専門員の研修教材・資料の収集と分析、２）都道府県で実

施されている初任者研修・現任者研修のカリキュラム・プログラムの収集と分析及び研修担当

者・関係者への調査分析、３）収集した教材・資料分析から主任相談支援専門員のコンピテンシ

ーの構成要素の解明、の研究目的に関して実施した。 

 その結果以下の知見を得た。１）相談支援専門員にはサービス等利用計画作成を中心としたア

セスメント及びプラン作成能力に加えた、他職種との連携・調整する力、チームアップローチの

ためのネットワーク形成力、利用者の主体性を引き出す力が必要なことが示された。２）初任研

修、現任研修のカリキュラム案に関しては都道府県の研修担当者から評価する意見が多かった

が、実際の研修の運営、指導者の確保等の課題が指摘された。３）相談支援の専門性的な能力は、

個別ケースに対応する相談支援スキル（相談支援部会）主に、初任研修レベル）、地域デザイン

における相談支援スキル（相談支援部会）主に現任研修レベル）、地域の人材育成における相談

支援スキル（主に、主任相談支援専門員レベル）の３点から整理することができた。 
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